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 
精神疾患をもちながら就労している人のレジリエンスを明らかにすることを目的に､ 障害者福祉施設で働く６名に半










   
＊１公益財団法人井之頭病院 ＊２神戸赤十字病院 ＊３広島大学病院 ＊４神戸大学医学部附属病院
＊５高知県立大学看護学部







し高めることができる力で (平野, 2010. 大久
保, 杉田, 2012)､ 外部からの介入や環境の変
化など､ 周囲からの影響も受け､ 精神疾患をも
つ人の回復に大きく関わっている (飛鳥井,
















































































類された (表１)｡ 以下､【 】がカテゴリー､























































































































































































































































































































































































れ (倉本, 2004)､ 複数の認知機能障害が､ 就
労および就労継続に必要なスキルを阻害してい
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